分科会「セクハラに声を上げる」に参加してください！
　ＡＣＷ２のホットラインでは、セクシュアル･ハラスメントの相談が、いじめ・人間関係の悩みに次いでたくさん寄せられています。それも、セクハラで病気になってしまった、仕事を辞めざるを得なかった、相談しても対応してもらえない、など深刻な内容が中心です。セクハラが原因で仕事を辞めた後、心身の不調や人が怖くなって、再就職もままならない、という相談も少なくありません。

　非正規雇用の不安定な身分につけこむセクハラは後を絶ちませんし、たとえ正社員で働いていてもセクハラにあってしまい会社がきちんと対応してくれなければ退職を余儀なくされたちまち経済的にも困窮してしまう･･･女性と貧困の問題を考える上でも職場における性暴力であるセクハラの問題は大きな課題といえます。

　2007年4月に施行された改正均等法では、事業主にセクハラ防止と適切な対応をすることを義務づけています。しかし、実際は全国の多くの働く女性たちがセクハラを受け続け、しかも充分な対応を受けられていないのです。

　均等法にしても、セクハラ自体を犯罪と規定しているわけではなく、今の日本ではセクハラを禁止する法律はありません。2008年5月に「性暴力禁止法をつくろうネットワーク」が立ち上がっています。セクハラをなくすための法整備が必要です。

　また、均等法改正の動きにあわせて、セクハラによる労災の認定に関して厚生労働省から確認通知が出され、労災認定が容易になると思われていました。しかし、まだまだセクハラの実態に合わせた認定手続きになっているとはいえず、労災申請を却下されるケースも少なくありません。

　さらに、本来、労働者の人権を守り、働く女性の職場環境を改善する役割を果たすべき労働組合においてもセクハラがおきているのです。

　分科会「セクハラに声を上げる」では、全国でセクハラ被害を訴えて闘っている当事者や支援者からの報告を受け、経験を交流したいと思います。

　セクハラに関して、どういう実態があるのか、声を上げたときにどのような壁にぶつかってしまうのか、一緒に考えましょう。そして女性がセクハラにあわずに安心して働ける社会にしていくためにはどのようなことが必要なのか、どのように制度を変えていく必要があるのかなど自由に語り合いましょう！

　分科会「セクハラに声を上げる」にたくさんの方のご参加をよびかけます。

呼びかけ：ＡＣＷ２　運営委員　近藤恵子、周藤由美子
